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1たに■3い て下さいJも ぅとも古手なことを観まれてし=い ました。て`四存リヨンヤートエ茶磁なれ回です。この全
ホ■す言す発"す ることを祈‐【″

″テンッタ古=は 日41(碑 さまし■う。
一人そ崎くより家芸や友述と一しょですと楽し首もは町tます。た Lヽ志去Ⅲの■Lゃヽりに困ります ,■ ■もしぅか

り,び =し ょう。そしてい密時間や 拷 よ伎にお五い晴いた態想など古すこともXビ いものでir次 のヨンサートヽ ヌご
一ビェL 宮じとうね。J

旨奏ⅢⅢろんなフャンルを碑t‐まし!う。               …

私liビアノわttさたならluつ古芸4(工崎さませた とⅢぅし,ろ方″̀たまにいます。有名など,‐ スト リ ビテル氏は

ある日4t rビ フ′の楽し工 = 取 ヽ と 内“ ■ ―,ス トラを碑(■ lr iめ 型解=あ るもつた。ビアタ調結師は幕
にその必要万あなJとお1て くJ■ました ヤ いこの3tな音来よの合は い   る た,野 のi贅 4"【企画=工ています。より
どのなせすみたrr密さまtょう。

ミいとはぅた,大なっ吉t々′

よ4の 古革会はFf に々i'一 !よ くrr‐てまました。ても残●tこ とに第手がさびしいのです。lH奈々 にと,て一言嬉し
いことヽ■■ガ,さいを受けたとまてす。4米 の音楽全+1すね手だけて工たりす tと そ軒■いらしての声縁を■く車にしま

す。■して,p/ラ ■■驚ったと言工 立 上ぅての終和獄迎です。 ス タン・イン |― ■―ション' と
はこゆことです。

減奏家は査 と々■,イティンアして 心 のこ`った7′ j―ル EヽI(|と が出来ます 拍手の0,tみ E察 と遠ほ|工吉票全

をつすらないもうにしてし=い =す。

鷲 く,、 レス″増ゃ し■しょう。

FI「″ ■ ・ ―卜平F“Dし 'あ り■せん。てヽ工斡 べるとkい て |,た わリ クランッタョンサー ト"【行われてヽ ウ芝

,  lt lて (■ たとⅢ6回 の ,ン サー ト方性されていろのてキ きな十工型Fて 1 あヽ りません。弥よに的に行っても農
')●す。モして感動を宜えた雨= た まに  ヽす  |を ,う ことです レ ヨー|を昭いて ヨ ンす―卜の感動がよス返つ

|=ま す。モぅ/■ 0カモめよる'大■★ 盗 ユに,(の セ月一回t― ブしてみたら 体 は延床 心 =さわや力 こ れぞ文イヒ

ス″
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私 の  吉 楽

自 然 ″ で あ る こ と

事 始

田 部 自 之

それ, 私 が中学3年 のとまりことてした。わFう どユたちのクラスの音姿担当になられたりは そ の年、は度から務在

されたばガリのN先 生そした。初めての音楽つ複茶のとさ、そのN先 生曰く、

「言葉というのⅢ … 者奏と1工 善 を婁33こ とです。J

晨転に、 「音案Jと 大まく,い て、そう言われました。

それ宮て 音 業とi=?な どと考えたこともたがった私にとって そ れは あ まりに単純明換t 却 って新様て印a探 Ⅲ

音英との出会いてした。

それで  ヽや はり'ス トは付さ効で よ 唱テストわ1藤されることになり=し た。ただし 臼 日は自由 何 をはってヽよい

ということでした。

どて そ のテスト当日 す ごい2人組い現れたのです。何がすtい か,て 彼 ら1= 取 に張 りまで付けて t,一 ,ケ ,

レヨー な が明けた～ ヽ 空は京抹な観焼けてヽ…'と
や り始めためてす そ のとす ク ラスの受,た の 受 けためったの

って。大jR笑ぶ超こり、しばらく1エ  ヨ ーヨケヨタJ― "力`
流行語になったくらいてしたも (ちなみに、そのとき私は

「デカンンJ怖 Jを 転Ⅲtし た。すい分と思い切った週出のつもりだったんですが ■ )

しわし、今■と思いはしてみると、実i= 校 ,こ そ ° 青英
H―

音を案しと 一 をしたのではたい力 と 思 うのです。

TAり今!で の沢山ゆ善策をつ憲はり中でも 笹 らはど音を準じム =た 人を発し女せた者薬承は そ ラはい宮せんb

ス トレートに音を楽しんでヽあ音楽宗たちに出合ヽたいた そ して森直に、自然に者を整しネtい た、そんと思いて口を

一杯にして 今 宮も市民会館へ出かけて行さます。

内 山  智  子

私の最もを歓する方力,い たたいた今年の年京状に  人 生は自然がいい力
という一文があぅて、たるはどと額ける思い

をましとした。

芸しいものを実しいと思える心 茉 時しい者姿を栄,し いと喜受てgる 素直rr憩と 一 者案全つめに な どもの心に そ

れを改めてよびさすし 煩 軽な毎日に ヽ 力に境 ,口 されているかを大きな慎て教えてくれる所つよう■気かします。ヨン

サートの案し=i工、☆1麟できるヽりがfF「か一つ、あればⅢⅢ。最近は、クラン″夕音楽までが、ファタンョン化されて来て

tる そうてす。て  ヽフ ァンツヨン界のあほli S mpr s the ocst"で すし 最 終的に求められるこ彩|工、昼英の衣

たら0 黒 と白り■′トーンであるといいます。人つも  ヽ大 自然り, 最 ヽ蘇 卜に音葉を感じられたら 世 のlr5題もすベ

て 「 たかゎ1 」 と,す けられそうな気が ■ には 密 ,に し=す も

さて、四孝のヨ/サ ート仲間を眺めてスますと一 東壊子さんのンタラ/に はせられてすっかり畝のファンにrrり す ぐ

レ=― ドを買ったS=ん 続子 こ 口が案しみて  ヽ全 めへか,つ けると仕子の技れなど,と 出て、少なか,す 旺ってしま,

Hさ ん、やクと子菅てから席波されて、力にす=せ ているMさ ん ol。、私自身1まというと せ あて当日(ら しヽ ま優藤に言

案だけに注 ,たいと、体演をとえ、ど,そ うと0ヽ 出かけ転 小=の 換1= 首英か淀れるたびに 「 こればヽそうじの時

の音楽 昼 休なり… 顧 の白り,Jを  学 校生活を″イ7″ ノして 興 味深く耳を原,な ようてす。

日を重ねるととに 子 どヽの言葉態度やイナー 身ヽについてきて 大 いに壊意しつ  ヽ新 的などを通 して い すれは
tと

れあいお
にと期待されている方を応援したいgい にもお,れ ます。そういう手を合わせ考えらと、工れあいンンサートが様

々た分野のtい 言葉に出会える良宮フィルターとなつて 私 ども大人連 母 親自身ゆ心をとかにし そ れJ【周 ,の人速の中

に遠元されてい,た ら と 顔 )のは 決 して私たけて1工といよう■気ホ歓します。



″
ア ッ トホ ーム な コ ンサ ー ト ″

平 山 久 実 子

一時年 「まと言葉友の金J発 足と口時に勧めて下=った方もあって 大 学り友人も誘い 早 連 入 とさせていたたま官

しr。

この 「なれあいヽんわiくかいJり 良いところは =す  全 残が安いこと。年度のおめに四千円払う時 =「ちrっと痛いは

,つ た。Jと も思い=す小 学 生て 払ヽえない0組 し,ないし わ ょぅとした,ン十一卜の一回分の入場料ぐらいなのて

その場で入金します。すると ヽ 財布がさびしくた,た唄に ちヽゃんと、ネ産は冬ヨンサートのヽ誘いが来るのてす 会 場

に足を運び 言 葉に残含入ると、不思議と,ッ'た気分になれ宝す。

それわら 7フ トⅢ―ム■醸"さ 態ヽ力の一つてあ ただ 涼 奏を駒 せてくれるた'じ ,た く、楽しいヽし、ぺ,(イ

ンタビュー)ゃ 第経り組介など 六 人も子供も藻しめちゃいま亮 そういえば、この会の全員の予体連は 営  吉 案好まり

せいな ど の子もとoて 舶ヽSに強いていますね。者ヽ 4 さヽくて 際 かに脚,■い子いを持つ 母ヽ棟のるには 保 青室 潟ヽ

意してあるし そ こここに、女性の =帰 の、細やかなじ配りがこのにのと態じられます。

私|= 首業は、すごく好さたのですが、あまり演豪承とかヨン'一 卜袴韓とつに辞しくないので、こうして年四回、本―

としてぃて、ぃるいろ=頭奏が贈けるのは と て 効ヽなり=す。 (でも 本 ―としすぎて演奏会の日を忘れない様にと意し

■くつち,b)

これ"ら  ヽ可 能rr慎,、競けてぃくつも,です。スタッフの方々“工 い ろいろと言労ヽあ, 大 変だと思いますが 毎

年毎年の企画をとってヽ楽しみにしていますつて、工ろしくヽ顧いいたし宝す。

事 務 局  安 倍 紀 子

まな音業友り会  ヽヽ 医さ=て  今年で 三 回日の豆を迎えるなわ1できました。これ 営ヽ線の暖かいご支壊や 心 のとヽ

ぅた 7● メイスのお蔭と ス タブフー同 お より態閣いたしてヽりまれ

発足以来 入 ″ン7の中では 最 若ヽく未琳で そ の上 全 く事務確力の無いZよ 、たんと章務局を担当する子となり

時には ヽ たてられたり 叱 られたりしたホら  ヽな んとわ今日ヽ =り ました。自宅て、ニタ月に Br 十 政人のスタンフ

と打ち合わせを行たうのですよ さすわ“工、=齢 の楽まり/ 時 には 翻道を外れて、家庭の話 ヽ料理の話 果ては 穴今

末憩た′′母を寒た■の私に、子常てのコ1示貴で 実 (榛 ■た会話が飛びない あ っという間に時間力増 きてしまいまキ

もちろん 友 の全の企画 運 営"ら  そ れぞれの ク ランクク鶴に至ろ営ての、本筋てのjミ‐″一ションも と ても ●

楽 しい もつてすも

思えば三年前り冬  親 子で、できな限 う質の高いタラツッタ首茶を 気 案に業 じめる者集会ホ あ つたなら11…
力
と

贅先営を考えすに発足した友つ会でしたが 歩 みはしはしたものゆ 万 が一 会 貫わi策=らなか,た ら…と、一輝、足踏み

をした私に、たにか■んて  ヽや ってネようと言う、入タクフの撫承と
市_度初めたⅢなんだから、身嬢な ってでも 一

年fH5,擁けてみなさい'と
応壊してくれた夫など 今 から考えてみると 随 分を8r深 いヨ年間てこた。心配していた会貫

 ヽそ の年に、■■/4ル 待ち全員女て て るにどの結果とrrり 現 在まで 大 営な支障 /ヽrく、なんとわ運営を営たとこ

とがてまましたも

■,な か 主 婦の力たけで,A、大変rttt tけ れど、ほかい全員の皆機の働ましり ,ヽげ て 実敗航さり私達も こ こ

=でttけてくることがでま音した。発足当時 わ ょうど ヽ 腹の中に鷲生しました長男と重ねあわせて 友 の会が、今後増

 々は 力的な会に成長するよう 努 力してゆまたいと思ぅてヽり=す。

‐‐―



お

会民たより 皆 様りご存沼をおいうしておりま

知 ら せ と お 願 い

す.400字 詰原椅加無 2枚 以内ておmⅢ Ⅲたします

会■登録  ユ 年度ケ安わっても そ のまま魅続ざ工ます。

連会希望の方ば住所 氏 名 電 苫 会 員書号を伸記入の上前年度の10Л末同とに“務局完担会の常仰進絡下さⅢ

名養変更の方も奈奇|こ日全虫と新会宜の 位 所 氏 名 化 話 会 ■奮号 Ⅲ日会員の)を おfFどの上事務,電 お送り下さい。
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本年BEの4の ヨンサート1=よつ夕本の予定でした)  `ほ 奏者の前■によう来年度暮りうフヤートに廷期とな,ま した 4

のヨンサートは日本の付姿諄界の若い,一 ″ アル ト す タツ″■―つ 須"展 じ (浜松北高 東京ヨ大T宕 51回 日本i真

ヨンクール第 2位)と ,″ ァン″=― ″末督工室安団 (第 lS国 民首室内葉ヨン″―ル第 l lL)に至■させていただ“i

す

又 歓 リヨンサート桐朋年四オー'ス トラ預安会は特〕_‐A歩 として2000円 にて前売歩を市内ブレイ″イド(ァ、,ス

タンフ)(販 売してい,首す。会貫てない方をどうぞ本議Ⅲ下どヽ.

語
i


